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小
川
昭
一
『
全
唐
詩
雜
記
』（
彙
文
堂
書
店
　
一
九
六
九
年
十
一
月
二
十
日
）
は
大
暦
期

の
諷
諭
詩
の
例
と
し
て
、
戎
昱
の
「
苦
哉
行
五
首
」「
聽
杜
山
人
彈
胡
笳
」
を
挙
げ
て

い
る
。
さ
ら
に
時
事
を
詠
じ
た
詩
と
し
て
獨
孤
及
・
皇
甫
冉
・
戴
叔
倫
・
李
益
ら
の
詩

題
を
挙
げ
、
安
史
の
乱
後
の
多
難
な
時
期
に
時
事
を
詠
じ
た
諷
諭
詩
が
作
ら
れ
た
の
は

当
然
で
あ
っ
て
、
杜
甫
と
白
居
易
と
の
間
に
諷
諭
詩
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
は
正
し

い
見
解
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
戎
昱
と
生
き
た
時
代
が
重
な
る
杜
甫
と
の
繫
が
り
に
つ
い
て
は
『
直
齋
書
録
解
題
』

巻
十
六
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

戎
昱
集
五
巻
、
唐
虔
州
刺
史
扶
風
戎
昱
撰
。
其
姪
孫
爲
序
言
、
弱
冠
謁
杜
甫
於
渚宮

、
一

見
禮
遇
。
集
中
有
哭
甫
詩
…

（『
戎
昱
集
』
五
巻
、
唐
虔
州
刺
史
扶
風
の
戎
昱
の
撰
。
其
の
姪
孫
序
を
爲
り
て
言
ふ
、
弱

冠
に
し
て
杜
甫
に
渚宮

に
謁
し
、
一
に
禮
遇
せ
ら
る
と
。
集
中
に
甫
を
哭
す
る
詩
有
り
…
）

と
あ
り
、
戎
昱
が
杜
甫
と
会
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
年
齢
は
戎
昱
が
杜

甫
よ
り
二
十
七
、
八
歳
年
下
で
あ
る
。

　
蒋
寅
「
大
暦
詩
人
研
究
」（
中
華
書
局
　
一
九
九
五
年
八
月
）
は
、
戦
乱
流
離
の
中
で

苦
労
困
窮
し
た
地
方
官
詩
人
達
は
自
覚
す
る
と
し
な
い
と
に
関
わ
ら
ず
、
杜
甫
詩
の
人

道
主
義
精
神
と
写
実
手
法
を
継
承
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
杜
甫
を
追
摹
し
た
者

と
し
て
戎
昱
が
数
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
杜
甫
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
戎
昱
の
諷
諭
詩
が
杜
甫
の
影
響
と
安
史
の
乱
の
み
を
原
因
と
し
て
生
ま
れ

て
き
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
杜
甫
だ
け
で
は
な
い
人
脈
の
繫
が
り
と
そ
の

思
想
的
背
景
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戎
昱
の
交
友
関
係
を
辿
っ
て
い
く
と
、
杜
甫
ば

か
り
で
は
な
く
、
王
季
友
を
介
し
た
元
結
と
の
関
係
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
当
時
の

宮
中
の
音
楽
に
批
判
的
な
表
現
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
元
稹
・
白
居
易
の
新
楽
府

の
音
楽
に
関
す
る
詩
と
の
接
点
も
見
え
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
元
德
秀
人
脈
と
の
繫
が

り
、
元
德
秀
人
脈
に
連
な
る
元
結
の
文
学
と
の
関
係
、
及
び
唐
代
音
楽
の
観
点
か
ら
戎

昱
の
諷
諭
詩
を
見
て
い
く
。

二
、
戎
昱
「
苦
哉
行
」

　
戎
昱
の
「
苦
哉
行
」
は
五
首
の
連
作
で
あ
る
。
寶
應
元
年
（
七
六
二
）、
史
朝
義
を

破
り
洛
陽
を
回
復
し
た
際
、
反
乱
軍
の
地
域
で
あ
る
と
し
て
官
軍
と
援
軍
の
回
紇
が
共

学
苑
・
日
本
文
学
紀
要
　
第
九
三
九
号
　
一
九
～
三
一
（
二
〇
一
九
・
一
）
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に
略
奪
を
行
っ
た
。
そ
の
時
回
紇
に
略
奪
さ
れ
た
女
性
の
悲
劇
を
採
り
上
げ
た
詩
で
あ

る
。
略
奪
は
悲
慘
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
二
に
は
、
死
者
は

万
を
数
え
、
火
災
は
十
日
間
続
き
、
人
々
は
紙
を
着
て
い
た
と
あ
る
。

　「
苦
哉
行
」
の
題
下
の
注
に
「
寶
應
中
過
滑
州
洛
陽
後
同
王
季
友
作
（
寶
應
中
滑
州
洛

陽
に
過
り
し
後
、
王
季
友
に
同
じ
て
作
る
）」
と
あ
る
（『
全
唐
詩
』
巻
二
七
〇
、
戎
昱
の
全
て

の
詩
は
『
全
唐
詩
』
巻
二
七
〇
に
収
め
る
の
で
以
後
出
典
の
記
載
を
省
く
）。
寶
應
年
間
に
洛

陽
に
立
ち
寄
っ
た
と
あ
り
、
生
々
し
い
惨
禍
の
跡
を
実
際
に
見
聞
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
で
は
其
一
を
挙
げ
る
。

　 

彼
鼠
侵
我
廚
　
　
　
彼
の
鼠 

我
が
廚
を
侵
し

　 

縱
貍
授
粱
肉
　
　
　
縱
貍 

粱
肉
を
授
か
る

　 

鼠
雖
爲
君
卻
　
　
　
鼠
君
に
卻
け
ら
る
と
雖
も

　 

貍
食
自
須
足
　
　
　
貍
食
す
る
こ
と 

自
ら
須
ら
く
足
る
べ
し

5
冀
雪
大
國
恥
　
　
　
大
國
の
恥
を
雪
が
ん
こ
と
を
冀
ふ
も

　 

飜
是
大
國
辱
　
　
　
飜
て
是
れ 

大
國
の
辱
た
り

　 

羶
腥
逼
綺
羅
　
　
　
羶
腥 

綺
羅
に
逼
り

　 

磚

雜
珠
玉
　
　
　
磚

 

珠
玉
に
雜
は
る

　 

登
樓
非
騁
望
　
　
　
樓
に
登
る
は 

騁
望
に
非
ず

10
目
笑
是
心
哭
　
　
　
目
笑
ふ
は 

是
れ
心
の
哭
す
る
な
り

　 

何
意
天
樂
中
　
　
　
何
の
意
あ
り
て
か 

天
樂
の
中

　 

至
今
奏
胡
曲
　
　
　
今
に
至
る
も 

胡
曲
を
奏
す
る

　
史
朝
義
を
鼠
に
、
回
紇
を
狸
に
喩
え
、
鼠
は
朝
廷
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
た
が
狸
は
馳

走
に
あ
り
つ
い
て
い
る
、
大
国
の
恥
を
雪
ぐ
た
め
と
し
て
反
乱
軍
は
追
い
出
せ
た
が
、

援
軍
に
頼
ん
だ
は
ず
の
回
紇
に
略
奪
を
許
し
て
し
ま
い
、
却
っ
て
恥
の
上
塗
り
を
し
て

い
る
と
詩
の
初
め
に
詠
じ
て
い
る
。

　「
大
國
の
辱
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
た
事
に
は
、
ま
た
も
う
一
つ
の
出
来
事
が
念

頭
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
資
治
通
鑑
』
の
洛
陽
掠
奪
の
記
述
の
前
に
、

官
軍
と
回
紇
が
合
同
し
た
軍
の
元
帥
と
な
っ
た
雍
王
适
（
後
の
德
宗
）
が
回
紇
の
可
汗

と
会
見
し
た
際
に
、
可
汗
か
ら
拝
礼
の
舞
踏
を
行
わ
な
い
こ
と
を
責
め
ら
れ
た
と
あ
る
。

唐
の
天
子
と
兄
弟
の
約
束
を
し
た
の
だ
か
ら
回
紇
の
可
汗
は
雍
王
の
叔
父
で
あ
る
、
だ

か
ら
拝
舞
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
臣
下
が
「
雍
王
は
天
子
の
長
子
で
あ
り
、
今
は

元
帥
で
あ
る
、
中
国
の
天
子
の
世
継
ぎ
が
外
国
の
可
汗
に
拝
舞
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
上
、
上
皇
・
先
帝
は
ま
だ
仮か
り

殯も
が
りで
葬
ら
れ
て
い
な
い
。
舞
踏
な
ど
で
き
な
い
」
と

抗
議
し
て
言
い
争
い
に
な
り
、
臣
下
四
名
が
鞭
打
た
れ
、
そ
の
中
の
二
名
が
死
亡
す
る

結
末
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
玄
宗
・
肅
宗
が
相
継
い
で
崩
御
し
て
代
宗
が
即
位

し
、
雍
王
适
は
皇
太
子
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
皇
太
子
が
大
変
な
屈
辱
を
受
け

た
の
で
あ
る
。「
大
國
の
辱
」
と
い
う
表
現
の
裏
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
も
意
識
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
更
に
遠
因
と
し
て
、「
苦
哉
行
」
が
書
か
れ
た
五
年
前
に
、
肅
宗
が
長
安
回
復
を
急

ぎ
、
回
紇
に
援
軍
を
求
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
至
德
二
載
（
七
五
七
）
に
長
安
洛

陽
両
京
を
回
復
す
る
た
め
唐
朝
は
回
紇
の
兵
を
借
り
て
安
慶
緒
を
攻
め
て
い
る
が
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
〇
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
臧
維
熙
注
『
唐
詩
小
集
戎
昱
詩
注
』（
上

海
古
籍
出
版
社
　
一
九
八
二
年
二
月
）
の
「
苦
哉
行
」
注
も
こ
れ
に
触
れ
て
い
る
）。

初
、
上
欲
速
得
京
師
、
與
回
紇
約
曰
、
克
城
之
日
、
土
地
士
庶
歸
唐
、
金
帛
子
女
皆
歸
回
紇

（
初
め
、
上
速
や
か
に
京
師
を
得
ん
と
欲
し
、
回
紇
と
約
し
て
曰
は
く
、
克
城
の
日
、
土

地
士
庶
は
唐
に
歸
し
、
金
帛
子
女
は
皆
回
紇
に
歸
す
と
）

　
長
安
の
回
復
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
肅
宗
が
回
紇
に
財
物
と
女
性
を
略
奪
し
て
も
よ
い
と
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い
う
許
可
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
廣
平
王
俶
（
後
の
代
宗
）
に
よ
り
長
安
回

復
後
の
略
奪
は
阻
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
「
願
至
東
京
乃
如
約
（
願
は
く
は
東

京
に
至
ら
ば
乃
ち
約
の
ご
と
く
せ
よ
）」
と
述
べ
、
洛
陽
掠
奪
の
許
可
を
与
え
て
し
ま
う
。

た
だ
、
そ
の
後
洛
陽
が
奪
回
さ
れ
た
時
に
は
、
洛
陽
の
父
老
が
回
紇
に
羅
錦
萬
匹
を
贈

り
、
略
奪
を
免
れ
た
。
洛
陽
は
乾
元
元
年
（
七
五
九
）
史
思
明
に
奪
い
返
さ
れ
て
し
ま

い
、
寶
應
元
年
（
七
六
二
）、
洛
陽
が
史
朝
義
か
ら
奪
還
さ
れ
た
時
、
つ
い
に
回
紇
の

唐
朝
軽
侮
も
あ
り
略
奪
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

　『
谷
川
道
雄
中
国
史
論
集
』（
汲
古
書
院
　
二
〇
一
七
年
十
二
月
七
日
）
所
収
「「
安
史
の

乱
」
の
性
格
に
つ
い
て
」
は
、
安
禄
山
の
本
拠
地
范
陽
と
長
安
洛
陽
の
二
地
点
間
に
介

在
す
る
河
南
・
河
北
地
方
、
次
節
で
触
れ
る
顏
眞
卿
が
抵
抗
し
た
平
原
郡
も
こ
こ
に
含

ま
れ
る
が
、
こ
の
地
域
の
戦
略
的
重
要
性
に
つ
い
て
、「
唐
朝
中
央
は
、
目
前
の
苦
境

に
心
を
う
ば
わ
れ
、
あ
る
い
は
、
官
僚
相
互
の
お
ろ
か
な
内
訌
か
ら
、
こ
の
価
値
を
た

だ
し
く
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
ば
し
ば
作
戦
の
失
敗
を
く
り
か
え
し
た
。」
と

述
べ
、
続
け
て
「「
金
帛
・
女
子
」
と
ひ
き
か
え
に
、
回
紇
の
入
援
を
仰
い
だ
の
は
、

ま
さ
に
、
こ
の
失
策
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
と
っ
た
残
忍
な
手
段
で
あ
っ
た
。」
と
し
て

い
る
。
唐
朝
の
失
策
が
、
五
年
前
の
略
奪
を
許
す
肅
宗
の
政
策
を
産
み
出
し
た
と
言
え

る
。
戎
昱
は
朝
廷
の
政
策
の
直
接
の
被
害
者
で
あ
る
女
性
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
肅

宗
以
来
の
朝
廷
の
政
策
を
暗
に
批
判
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
こ
の
詩
で
は
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
最
後
の
聯
の
「
何

意
天
樂
中
、
至
今
奏
胡
曲
」
で
あ
る
。
詩
の
流
れ
か
ら
は
、
回
紇
に
援
軍
を
頼
ん
だ
結

果
、
洛
陽
の
良
民
が
苦
し
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
略
奪
者
と
な
っ
た
夷
狄
の
音

楽
を
な
ぜ
よ
り
に
も
よ
っ
て
宮
中
で
奏
で
て
い
る
の
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

た
だ
、
西
域
か
ら
伝
来
し
た
音
楽
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
当
時
の
状
況
か
ら
考
え
る

と
、
そ
の
よ
う
に
単
純
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
更
に
考
察
す
べ
き
こ
と
と
思

わ
れ
る
。三

、
王
季
友
と
の
交
わ
り
か
ら
見
た
元
結
・
杜
甫
と
の
繫
が
り

　
前
節
で
挙
げ
た
「
苦
哉
行
」
題
下
の
注
に
は
「
王
季
友
に
同
じ
て
作
る
」
と
あ
る
。

傅
璇
琮
『
唐
才
子
傳
校
箋
』（
中
華
書
局
　
一
九
八
七
年
五
月
）
は
こ
れ
を
寶
應
二
年
（
七

六
三
）
春
、
華
陰
の
尉
で
あ
っ
た
王
季
友
の
官
舎
で
の
こ
と
と
す
る
。
戎
昱
の
生
年
に

つ
い
て
は
、
聞
一
多
「
唐
詩
大
系
」（
聞
一
多
全
集
四
　
生
活
・
讀
書
・
新
知
・
三
聯
書
店
　

一
九
八
二
年
八
月
重
印
）
は
開
元
二
十
八
年
（
七
四
〇
）
と
し
、『
唐
五
代
文
学
編
年
史
』

（
傅
璇
琮
・
李
一
飛
・
陶
敏
著
、
遼
海
出
版
社
　
一
九
九
八
年
十
二
月
）
は
開
元
二
十
七
年

（
七
三
九
）
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
基
づ
け
ば
当
時
の
戎
昱
の
年
齡
は
二
十
四
、

五
歳
と
若
い
。

　
王
季
友
の
こ
の
時
の
作
品
は
伝
わ
ら
な
い
が
、「
苦
哉
行
」
が
王
季
友
の
作
と
共
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
王
季
友
は
杜
甫
、
岑
參
、
獨
孤
及
、
錢

起
、
郎
士
元
な
ど
の
詩
人
た
ち
と
交
友
が
あ
り
、
元
結
の
編
纂
し
た
『
篋
中
集
』
に
載

せ
る
七
人
の
詩
人
の
う
ち
の
一
人
で
も
あ
る
。

　
伊
藤
正
文
「
杜
甫
と
元
結
・『
篋
中
集
』
の
詩
人
た
ち
」（
中
國
文
學
報
　
第
十
七
册
　

一
九
六
二
年
十
月
）
は
「
篋
中
集
」
の
詩
人
た
ち
に
つ
い
て
「
詩
人
間
の
相
互
影
響
が

顯
著
で
あ
り
、
彼
等
が
集
團
と
し
て
、
一
つ
の
文
學
主
張
を
し
て
い
た
」
と
述
べ
、
川

北
泰
彦
「
元
結
に
於
け
る
文
学
的
軌
跡
」（『
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
学
論
集
』

龍
溪
書
舎
　
昭
和
四
十
九
年
十
月
十
日
）
は
「
思
想
的
基
盤
を
尚
古
載
道
に
持
つ
従
兄
元

徳
秀
の
多
大
な
影
響
を
受
け
」
た
元
結
に
よ
る
「
篋
中
集
」
の
編
集
は
「
元
結
や
尚
古

派
に
と
っ
て
新
し
い
意
味
を
持
つ
ば
か
り
で
な
く
、
爾
後
の
詩
壇
に
与
え
た
影
響
甚
だ

大
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
戎
昱
は
「
苦
哉
行
」
制
作
に
先
立
つ
三
、
四
年
程
前
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
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六
月
よ
り
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
正
月
の
間
に
浙
西
節
度
使
顏
眞
卿
の
僚
吏
と
な
っ
て

い
た
（
傅
璇
琮
『
唐
才
子
傳
校
箋
』
に
拠
る
）。
川
北
論
文
に
よ
れ
ば
、
顏
眞
卿
は
李
華
・

蕭
穎
士
・
房
琯
・
蘇
源
明
と
い
っ
た
元
德
秀
の
人
脈
に
連
な
り
、
元
結
の
墓
碑
銘
も
書

い
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　
戎
昱
は
後
の
貞
元
元
年
（
七
八
五
）
二
月
、
顏
眞
卿
が
李
希
烈
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と

を
聞
い
て
「
聞
顏
尙
書
陷
賊
中
」
を
書
い
て
い
る
。
顏
眞
卿
は
安
禄
山
が
叛
旗
を
翻
し

た
際
、
諸
城
が
次
々
と
降
る
中
、
平
原
太
守
と
し
て
断
固
抵
抗
し
た
硬
骨
の
忠
臣
で
あ

っ
た
。
こ
の
行
動
も
尚
古
載
道
の
思
想
的
立
場
か
ら
の
も
の
で
も
あ
っ
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
戎
昱
が
二
十
歳
前
後
だ
っ
た
浙
西
節
度
使
の
僚
佐
時
代
に
強
い
影
響
を

受
け
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
従
っ
て
寶
應
二
年
（
七
六
三
）、
王
季
友
と
会
っ
た
時
、
す
で
に
戎
昱
は
元
德
秀
に

連
な
る
人
脈
の
思
想
的
影
響
下
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
二
十
四
、
五
歳
だ
っ
た
彼

は
、
当
然
王
季
友
を
通
し
て
、「
元
結
・
篋
中
集
」
文
学
集
団
の
理
念
か
ら
も
影
響
を

受
け
て
い
た
だ
ろ
う
。「
篋
中
集
」
の
編
纂
は
乾
元
三
年
（
七
六
〇
）
で
あ
る
。
ま
た
、

社
会
詩
の
先
駆
的
作
品
で
あ
る
元
結
の
「
系
樂
府
」
が
書
か
れ
た
の
は
天
寶
十
載
（
七

五
一
）
な
の
で
、
王
季
友
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
た
だ
け
で
も
、
こ
の
時
ま

で
に
戎
昱
は
元
結
の
文
学
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
次
に
杜
甫
と
の
関
係
を
見
る
。『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
十
六
に
戎
昱
が
杜
甫
と
直
接

会
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
こ
と
を
見
た
が
、『
唐
才
子
傳
校
箋
』
で
は
こ

れ
を
大
曆
三
年
（
七
六
八
）
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
問
題
に
し
て
い
る
「
苦
哉
行
」

制
作
の
寶
應
二
年
（
七
六
三
）
よ
り
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
だ
け
で

は
寶
應
二
年
以
前
に
杜
甫
の
作
品
を
読
み
、
影
響
を
受
け
て
い
た
か
に
関
し
て
は
不
明

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
杜
甫
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
王
季
友
を
接
点
と
し
て
繫
が
り

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
伊
藤
論
文
で
は
元
結
と
『
篋
中
集
』
に
載
る
七
人
の
詩
人

の
う
ち
、
元
結
を
始
め
と
し
て
孟
雲
卿
・
王
季
友
・
張
彪
が
杜
甫
か
ら
詩
を
贈
ら
れ
て

い
る
、
ま
た
沈
千
運
・
于
逖
は
杜
甫
と
親
し
い
友
人
が
詩
を
贈
っ
て
い
た
（
高
適
「
賦

得
還
山
吟
送
沈
四
山
人
」、
李
白
「
留
別
于
十
一
兄
逖
裴
十
三
遊
塞
垣
」）
と
述
べ
、
杜
甫
と

元
結
・『
篋
中
集
』
の
詩
人
達
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
杜
甫
か
ら
こ
れ
ら
の
詩
人
へ
詩
が
贈
ら
れ
た
時
期
は
寶
應
二
年
以
前
と
は
限

ら
な
い
が
、
戎
昱
が
王
季
友
と
出
会
う
頃
に
は
、
篋
中
集
の
詩
人
た
ち
に
は
杜
甫
に
つ

い
て
の
共
通
認
識
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
王
季
友
を
通
じ
て
戎
昱
に
杜
甫
の
詩
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。

　
更
に
別
の
側
面
か
ら
杜
甫
と
の
繫
が
り
を
見
て
い
く
。
先
に
元
德
秀
の
人
脈
に
房
琯

が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
。
杜
甫
と
房
琯
と
い
え
ば
、
左
拾
遺
就
任
早
々
房
琯
の

弁
護
を
行
っ
て
肅
宗
の
怒
り
を
買
い
、
華
州
司
功
参
軍
に
左
遷
さ
れ
た
事
件
が
有
名
で

あ
る
。
黒
川
洋
一
氏
は
「
当
時
の
粛
宗
朝
に
は
房
琯
を
中
心
と
す
る
一
派
と
、
賀
蘭
進

明
・
第
五
琦
ら
の
経
済
官
僚
の
一
派
が
あ
っ
て
対
立
し
て
い
た
…
」（
小
川
環
樹
編
『
唐

代
の
詩
人
─
そ
の
傳
記
』
大
修
館
書
店
　
昭
和
五
十
年
十
一
月
一
日
　「
杜
甫
傳
」
注
一
三
）
と

指
摘
し
て
い
る
。

　
谷
口
眞
由
実
『
杜
甫
の
詩
的
葛
藤
と
社
会
意
識
』（
汲
古
書
院
　
平
成
二
十
五
年
二
月

二
十
日
）
第
三
編
第
二
章
「
房
琯
事
件
と
杜
甫
の
社
会
意
識
」
第
一
節
「
房
琯
事
件
と

杜
甫
の
社
会
批
判
詩
」
で
は
、
概
略
す
れ
ば
、
房
琯
は
諸
王
が
連
合
し
て
賊
軍
を
包
囲

し
孤
立
さ
せ
る
と
い
う
諸
王
分
鎮
策
を
唱
え
、
賀
蘭
進
明
・
第
五
琦
ら
は
肅
宗
単
独
勝

利
の
方
針
を
掲
げ
対
立
し
、
肅
宗
は
後
者
の
政
策
を
採
用
し
た
。
房
琯
の
経
済
政
策
は

民
衆
へ
の
負
担
を
回
避
す
る
方
向
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
賀
蘭
進
明
・
第
五
琦
ら
は
積

極
的
攻
勢
を
目
指
し
た
た
め
増
税
・
貨
幣
改
鋳
・
塩
の
専
売
制
を
実
施
し
、
民
衆
の
生
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活
は
疲
弊
し
た
。
房
琯
罷
免
の
理
由
は
様
々
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
決
定
的
な
原
因
は

こ
の
政
策
の
対
立
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
谷
口
氏
は
同
書
第
三
編
第
一
章
「

州
司
功
参
軍
時
代
の
杜
甫
─
「
乾
元
元
年

州

試
進
士
策
問
五
首
」
に
み
る
問
題
意
識
」
で
、
左
遷
先
の
華
州
で
書
い
た
貢
挙
の
た
め

の
試
験
問
題
を
取
り
上
げ
、
杜
甫
は
房
琯
ら
と
同
様
に
賀
蘭
進
明
・
第
五
琦
ら
の
一
連

の
政
策
に
反
対
で
あ
り
、「
戦
争
政
策
が
、
日
ご
と
に
民
衆
を
苛
酷
な
状
況
に
追
い
込

ん
で
い
た
。
そ
の
政
策
へ
の
反
論
を
杜
甫
は
こ
の
策
問
に
盛
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と

も
指
摘
し
て
い
る
。
谷
口
氏
は
ま
た
杜
甫
が
房
琯
弁
護
の
罪
を
許
さ
れ
た
こ
と
に
謝
意

を
述
べ
た
「
奉
謝
口
勅
放
三
司
推
問
状
」
の
内
容
に
つ
い
て
も
「
こ
こ
に
は
、
謝
罪
の

言
葉
も
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
房
琯
を
弁
護
し
た
理
由
と
そ
の
正
当
性
の
主
張
が
む

し
ろ
言
葉
を
尽
く
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
肅
宗
の
激
怒
を
招
き
、
罪
に
問
わ
れ
そ
う
に
な
り
、
罪
が
許
さ
れ
て
も
な
お
房
琯
弁

護
の
正
当
性
を
訴
え
る
杜
甫
の
命
が
け
の
態
度
は
、「
舂
陵
行
」「
賊
退
後
示
官
吏
」
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
困
苦
す
る
民
衆
へ
の
苛
斂
誅
求
に
職
を
賭
し
て
ま
で
抵
抗
し
た
元
結

と
、
そ
の
行
動
の
理
念
に
お
い
て
同
じ
も
の
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
藤

論
文
は
「
誤
り
を
恐
れ
ず
に
言
う
な
ら
ば
、
天
寶
の
末
年
か
ら
長
安
に
蘇
源
明
を
中
心

と
す
る
尙
古
派
の
一
グ
ル
ー
プ
が
出
來
、
杜
甫
・
賈
至
・
孟
雲
卿
・
薛
據
・
畢
燿
ら
は

そ
の
メ
ム
バ
ー
も
し
く
は
同
調
者
で
あ
つ
た
。
…
こ
こ
で
は
假
說
と
し
て
一
應
提
出
し

て
お
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
杜
甫
が
元
德
秀
人
脈
に
属
し
て
い
た
と
ま
で
言
い
切
る
の

は
短
絡
的
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
政
治
理
念
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
尚
古

派
と
か
な
り
近
い
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
戎
昱
も
杜
甫
も
元
德
秀
人
脈
と
関
わ
り
を
持
ち
、
思
想
的
に
も
政
治
的
に
も
近
い
立

場
に
立
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
房
琯
事
件
の
四
年
後
、
杜
甫
の
友
人
で
あ
り
元
德
秀

人
脈
に
繫
が
る
『
篋
中
集
』
の
詩
人
王
季
友
と
出
会
い
「
苦
哉
行
」
を
書
い
た
寶
應
二

年
当
時
、
戎
昱
は
杜
甫
に
つ
い
て
も
元
結
の
諷
諭
詩
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
は
元
德
秀

人
脈
の
理
念
に
つ
い
て
も
、
そ
の
認
識
は
十
分
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と

考
え
る
。

　
前
節
で
触
れ
た
肅
宗
朝
の
回
紇
援
軍
要
請
に
つ
い
て
も
賀
蘭
進
明
・
第
五
琦
ら
の
一

連
の
政
策
の
一
環
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
戎
昱
自
身
は
至
德
二
載
に
は
十
七
、
八
歳

の
少
年
だ
っ
た
に
せ
よ
、
後
に
顏
眞
卿
、
王
季
友
か
ら
民
衆
の
疲
弊
を
顧
み
な
い
政
策

に
つ
い
て
伝
え
ら
れ
、
滑
州
・
洛
陽
の
惨
状
を
見
て
、
こ
れ
が
「
苦
哉
行
」
に
結
実
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
戎
昱
の
「
聽
杜
山
人
彈
胡
笳
」

　
戎
昱
に
「
聽
杜
山
人
彈
胡
笳
（
杜
山
人
の
胡
笳
を
彈
ず
る
を
聽
く
）」
と
い
う
七
言
古

詩
が
あ
る
。『
全
唐
詩
』
に
載
せ
る
も
の
を
挙
げ
る
。

　 

綠
琴
胡
笳
誰
妙
彈
　
　
　
綠
琴
の
胡
笳 

誰
か
妙
彈
す
る

　 

山
人
杜
陵
名
庭
蘭
　
　
　
山
人 

杜
陵 

名
は
庭
蘭

　 

杜
君
少
與
山
人
友
　
　
　
杜
君 

少
き
よ
り
山
人
と
友
た
る
も

　 

山
人
沒
來
今
已
久
　
　
　
山
人 

沒
し
て
よ
り
こ
の
か
た 

今
已
に
久
し

5
當
時
海
内
求
知
音
　
　
　
當
時 

海
内 

知
音
に
求
め

　 

囑
付
胡
笳
入
君
手
　
　
　
囑
付
し
て 

胡
笳 

君
が
手
に
入
る

　 

杜
陵
攻
琴
四
十
年
　
　
　
杜
陵 

琴
を
攻
む
る
こ
と 

四
十
年

　 
琴
聲
在
音
不
在
弦
　
　
　
琴
聲
は 

音
に
在
り
て 

弦
に
在
ら
ず

　 
座
中
爲
我
奏
此
曲
　
　
　
座
中 

我
が
爲
に 

此
の
曲
を
奏
す

10
滿
堂
蕭
飋
如
窮
邊
　
　
　
滿
堂 

蕭
飋
と
し
て 

窮
邊
の
ご
と
し

　 

第
一
拍
第
二
拍
　
　
　
　
第
一
拍 

第
二
拍
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盡
蛾
眉
沒
蕃
客
　
　
　

は
盡
く 

蛾
眉 

蕃
に
沒
す
る
客

　 
更
聞
出
塞
入
塞
聲
　
　
　
更
に
聞
く 

出
塞
入
塞
の
聲

　 
穹
廬
氈
帳

難
爲
情
　
　
　
穹
廬 

氈
帳 

情
を
爲
し

難
し

15
胡
天
雨
雪
四
時
下
　
　
　
胡
天 

雪
を
雨
ら
す 

四
時
の
下

　 

五
月
不
曾
芳
草
生
　
　
　
五
月 

曾
て
芳
草
生
ぜ
ず

　 

須
臾
促
軫
變
宮
徵
　
　
　
須
臾
に
し
て 

軫
を
促
し 

宮
徵
を
變
ず
れ
ば

　 

一
聲
悲
兮
一
聲
喜
　
　
　
一
聲
悲
し
く 

一
聲
喜
ぶ

　 

南
看

月
雙
眼
明
　
　
　
南
の
か
た

月
を
看
て 

雙
眼
明
ら
か
に

20
卻
顧
胡
兒
寸
心
死
　
　
　
卻
て
胡
兒
を
顧
み
て 

寸
心
死
す

　 

迴
鶻
數
年
收
洛
陽
　
　
　
迴
鶻 

數
年 
洛
陽
を
收
め

　 

洛
陽
士
女
皆
驅
將
　
　
　
洛
陽
の
士
女 

皆
驅
り
將さ

ら
る

　 

豈
無
父
母
與
兄
弟
　
　
　
豈
に
無
か
ら
ん 

父
母
と
兄
弟
と

　 

聞
此
哀
情
皆
斷
腸
　
　
　
此
の
哀
情
を
聞
か
ば 

皆
斷
腸
す

25
杜
陵
先
生
證
此
衟
　
　
　
杜
陵
先
生 

此
の
衟
を
證
し

　 

沈
家
祝
家
皆
絕
倒
　
　
　
沈
家
祝
家 

皆
絕
倒
す

　 

如
今
世
上
雅
風
衰
　
　
　
如
今 

世
上 

雅
風
衰
へ

　 

若
箇
深
知
此
聲
好
　
　
　
若た

箇れ

か 

深
く
此
の
聲
の
好
き
を
知
ら
ん

　 

世
上
愛
箏
不
愛
琴
　
　
　
世
上 

箏
を
愛
し
て 

琴
を
愛
せ
ざ
れ
ば

30
則
明
此
調

難
知
音
　
　
　
則
ち
明
ら
か
に 

此
の
調
べ 

音
を
知
り

難
し

　 

今
朝
促
軫
爲
君
奏
　
　
　
今
朝 

軫
を
促
し
て 

君
に
奏
せ
ら
れ

　 

不
向
俗
流
傳
此
心
　
　
　
俗
流
に
向
か
は
ず 

此
の
心
を
傳
ふ

　
詩
題
と
最
初
の
六
句
あ
た
り
ま
で
は
、
恐
ら
く
伝
写
の
訛
舛
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
意

味
が
通
じ
な
い
。
李
祥
霆
『
唐
代
古
琴
演
奏
美
學
及
音
樂
思
想
研
究
』（
行
政
院
文
化
建

設
委
員
會
　
中
華
民
國
八
十
二
年
十
一
月
）
が
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
概
略
を
示

す
と
「『
山
人
杜
陵
名
庭
蘭
』
と
杜
庭
蘭
を
称
し
て
山
人
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
続
け

て
杜
陵
と
山
人
は
友
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
詩
題
で
は
杜
山
人
が
胡
笳
を
弾
く
の
を

聴
く
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
山
人
は
す
で
に
世
を
去
っ
た
と
し
て
い
る
。
山
人
は
杜
庭

蘭
に
胡
笳
の
曲
を
授
け
て
い
る
。
詩
の
中
の
関
係
が
極
め
て
曖
昧
で
、
伝
写
に
乱
れ
が

あ
る
。
…
確
認
す
べ
き
な
の
は
詩
の
中
の
琴
の
奏
者
が
杜
庭
蘭
な
の
か
董
庭
蘭
な
の
か

と
い
う
こ
と
だ
。
詩
中
の
杜
庭
蘭
は
琴
を
四
十
年
も
修
め
て
き
た
著
名
な
琴
の
奏
者
で

あ
っ
て
、
し
か
も
「
沈
家
聲
」「
祝
家
聲
」
を
得
意
と
す
る
の
は
、
董
庭
蘭
に
符
合
す

る
。」
と
述
べ
、
戎
昱
の
こ
の
詩
で
琴
を
演
奏
し
て
い
る
の
は
董
庭
蘭
の
可
能
性
が
あ

る
と
見
て
い
る
（「
廣
博
精
深
的
唐
代
古
琴
音
樂
思
想
」
一
、
藝
術
琴
的
音
樂
思
想
　
二
八
頁
）。

　
增
田
淸
秀
『
樂
府
の
歷
史
的
硏
究
』（
創
文
社
　
昭
和
五
十
年
三
月
十
日
）
は
、
こ
の

董
庭
蘭
に
つ
い
て
「
彼
は
琴
曲
の
「
大
胡
笳
」「
小
胡
笳
」
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
こ
の

二
曲
は
、
と
も
に
後
漢
の
蔡
琰
の
故
事
を
唱
い
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
胡
笳

で
吹
奏
す
る
場
合
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
異
に
し
、「
大
胡
笳
」
十
八
拍
は
、
沈
氏
こ
れ

を
善
く
し
、「
小
胡
笳
」
十
九
拍
は
、
祝
氏
が
こ
れ
を
傳
え
た
。
李
肇
の
國
史
補
に
よ

る
と
、
董
庭
蘭
は
、
沈
・
祝
兩
氏
の
メ
ロ
デ
ィ
を
、
と
も
に
習
得
し
た
と
い
う
。
…
李

頎
に
も
「
聽
董
庭
蘭
彈
琴
兼
寄
房
給
事
」
の
詩
が
あ
っ
て
、
頎
は
、
庭
蘭
の
彈
く
琴
の

音
を
聽
く
機
會
を
得
て
い
る
。」（
第
十
四
章
「
隋
唐
に
お
け
る
古
曲
の
演
奏
」
三
六
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
李
祥
霆
氏
も
前
掲
書
（
二
四
頁
）
で
李
頎
の
「
聽
董
大
彈
胡
笳
聲
兼
寄
語
弄
房
給
事

（
董
大
の
胡
笳
の
聲
を
彈
ず
る
を
聽
き
兼
ね
て
語
を
寄
せ
て
房
給
事
を
弄
す
）」（『
全
唐
詩
』
巻

一
三
三
で
は
題
下
に
「
一
本
題
作
聽
董
庭
蘭
彈
琴
兼
寄
房
給
事
（
一
本
に
題
は
董
庭
蘭
の
琴
を

彈
ず
る
を
聽
き
兼
ね
て
房
給
事
に
寄
す
に
作
る
）」
と
あ
る
）
を
挙
げ
、
そ
の
内
容
や
構
成

か
ら
、
戎
昱
の
詩
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
「
胡
笳
」
は
蔡
琰
の
「
胡
笳
十
八
拍
」
で
あ
る
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と
し
て
い
る
。
增
田
氏
は
、『
唐
國
史
補
』
に
基
づ
い
て
「
董
庭
蘭
は
、
沈
・
祝
兩
氏

の
メ
ロ
デ
ィ
を
、
と
も
に
習
得
し
た
と
い
う
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
第
二
十
六
句
の

「
沈
家
祝
家
皆
絕
倒
」
を
、
こ
れ
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
戎
昱
の
詩
で
琴
を
弾
じ
て

い
る
の
は
董
庭
蘭
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
李
祥
霆
氏
も
同
様
の
観
点
か
ら
董
庭
蘭
と

見
て
い
る
。

　
增
田
氏
も
触
れ
て
い
る
が
、『
舊
唐
書
』
房
琯
傳
（
巻
一
一
一
列
傳
第
六
十
一
）
に
よ

る
と
房
琯
が
給
事
中
と
な
っ
た
の
は
天
寶
五
載
の
事
で
あ
る
の
で
、
李
頎
が
董
庭
蘭
の

琴
を
聴
い
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
董
庭
蘭
の
胡
笳
曲
は
安
史
の
乱
の

前
か
ら
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
李
頎
は
『
登
科
記
考
』
巻
八
に
拠
る
と
、
開
元
二

十
三
年
（
七
三
五
）
の
進
士
で
あ
り
、
李
華
・
蕭
穎
士
・
賈
至
ら
と
同
年
の
進
士
で
も

あ
る
の
で
、
そ
の
繫
が
り
で
房
琯
と
の
交
遊
が
あ
っ
て
こ
の
詩
が
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
臧
維
熙
注
『
唐
詩
小
集
戎
昱
詩
注
』
も
、
こ
の
詩
の
第
二
句
に
注
⑶
「
名
庭
蘭
、
疑

系
董
庭
蘭
之
誤
」、
第
三
句
に
注
⑷
「
杜
君
、
疑
系
董
君
之
誤
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
。

こ
の
説
に
従
え
ば
第
二
句
は
「
山
人
杜
陵
董
庭
蘭
、（
山
人
杜
陵
と
董
庭
蘭
）」
と
な
り
、

第
三
・
四
句
は
「
董
君
少
與
山
人
友
、
山
人
没
來
今
已
久
（
董
君
少
き
よ
り
山
人
と
友
た

り
、
山
人
没
し
て
よ
り
こ
の
か
た
今
已
に
久
し
）」
と
な
る
。「
山
人
杜
陵
」
と
「
庭
蘭
」

は
別
人
物
と
な
り
、
こ
の
二
人
が
友
人
同
士
で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
。
ま

た
第
五
・
六
句
は
「（
山
人
杜
陵
が
）
天
下
の
楽
を
知
る
者
に
求
め
、（
董
庭
蘭
が
）
頼
ん

で
胡
笳
（
の
曲
）
を
伝
授
し
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
解
釈
も
で
き
な
く
は
な
い
。

　『
戎
昱
詩
注
』
は
、
恐
ら
く
題
名
に
基
づ
い
て
、
こ
の
戎
昱
の
詩
で
琴
を
弾
じ
て
い

る
の
は
杜
山
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
李
頎
の
詩
で
も
示
さ
れ
る
董
庭
蘭
と
「
胡
笳

（
十
八
拍
）」
の
曲
と
の
結
び
つ
き
や
、
董
庭
蘭
が
沈
聲
・
祝
聲
を
得
意
と
し
た
と
い
う

『
唐
國
史
補
』
の
記
述
、
杜
陵
山
人
と
董
庭
蘭
と
の
混
同
が
見
ら
れ
る
伝
写
の
訛
舛
な

ど
の
李
祥
霆
氏
の
指
摘
、
そ
し
て
『
唐
詩
小
集
戎
昱
詩
注
』
の
「
名
庭
蘭
」
を
「
董
庭

蘭
」
と
す
る
指
摘
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
李
祥
霆
氏
の
述
べ
る
通
り
、
こ
の
詩
の
中
で

戎
昱
の
前
で
琴
を
弾
い
て
い
る
の
は
董
庭
蘭
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

戎
昱
が
董
庭
蘭
の
琴
を
直
接
聴
い
て
い
て
交
流
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
董
庭
蘭
と
親
し

い
関
係
に
あ
っ
た
房
琯
や
、
房
琯
に
連
な
る
杜
甫
と
の
関
係
も
よ
り
近
い
も
の
と
な
る
。

　
董
庭
蘭
は
『
舊
唐
書
』
房
琯
傳
で
は
「
則
聽
董
庭
蘭
彈
琴
、
大
招
集
琴
客
筵
宴
、
朝

官
往
往
因
庭
蘭
以
見
琯
、
自
是
亦
大
招
納
貨
賄
、
姦
贓
頗
甚
。
…
憲
司
又
奏
彈
董
庭
蘭

招
納
貨
賄
（
則
ち
董
庭
蘭
の
琴
を
彈
ず
る
を
聽
き
、
大
い
に
琴
客
を
招
集
し
て
筵
宴
し
、
朝
官

往
往
庭
蘭
に
因
り
て
以
て
琯
に
見
ゆ
。
是
れ
よ
り
亦
大
い
に
貨
賄
を
招
納
し
、
姦
贓
頗
る
甚
し
。

…
憲
司
又
董
庭
蘭
の
貨
賄
を
招
納
す
る
を
奏
彈
す
。）」
と
あ
る
よ
う
に
房
琯
失
脚
の
一
因
と

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
黒
川
洋
一
氏
は
先
に
挙
げ
た
『
唐
代
の
詩
人
─
そ
の
傳
記
』

「
杜
甫
傳
」
注
一
三
で
、「
董
庭
蘭
の
収
賄
事
件
は
房
琯
を
失
脚
さ
せ
る
た
め
に
反
房
琯

派
に
よ
っ
て
捏
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
、「
董
庭
蘭
に
つ
い
て
は

銭
謙
益
の
『
銭
注
杜
詩
』
の
「
奉
謝
口
勅
放
三
司
推
問
状
」
の
注
に
く
わ
し
い
」
と
書

き
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
注
を
見
る
と
錢
謙
益
は
「
又
賕
謝
之
事
。
吾
疑
譖
琯
者
爲
之
。
而
庭
蘭
朽
耄
。

豈
能
辨
釋
。
遂
被
惡
名
耳
（
又
賕
謝
の
事
、
吾
琯
を
譖
る
者
之
を
爲
す
と
疑
ふ
。
而
し
て
庭

蘭
朽
耄
し
、
豈
に
能
く
辨
釋
せ
ん
。
遂
に
惡
名
を
被
る
の
み
）」（『
錢
注
杜
詩
』
卷
二
十
）
と

房
琯
の
収
賄
が
捏
造
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
薛
易
簡
の
言
葉

を
引
い
て
い
る
。

　
薛
易
簡
稱
庭
蘭
不
事
王
侯
。
散
髪
林
壑
者
六
十
載
。
貌
古
心
遠
。
意
閒
體
和
。
撫
弦
韻

聲
。
可
以
感
鬼
神
矣
。
天
寶
中
。
給
事
中
房
琯
。
好
古
君
子
也
。
庭
蘭
聞
義
而
來
。
不
遠

千
里
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　（
薛
易
簡
稱
す
庭
蘭
王
侯
に
事
へ
ず
。
髪
を
林
壑
に
散
ず
る
こ
と
六
十
載
。
貌
古
く
心

遠
く
、
意
閒
に
し
て
體
和
し
、
弦
を
撫
せ
ば
韻
聲
あ
り
。
以
て
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
べ
し
。

天
寶
中
、
給
事
中
房
琯
、
古
の
君
子
を
好
む
な
り
。
庭
蘭
義
を
聞
き
て
來
る
。
千
里
を
遠

し
と
せ
ず
と
）

　
錢
謙
益
は
こ
の
後
に
「
按
薛
易
簡
以
琴
待
詔
翰
林
。
在
天
寶
中
。
子
美
同
時
人
也
。

其
言
必
信
（
按
ず
る
に
薛
易
簡
は
琴
を
以
て
翰
林
に
待
詔
た
り
。
天
寶
中
に
在
り
て
、
子
美
と

同
時
の
人
な
り
。
其
の
言
必
ず
信
あ
り
）」
と
、
薛
易
簡
が
杜
甫
と
同
時
代
人
で
あ
り
、
そ

の
言
葉
は
信
ず
る
に
足
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
（
薛
易
簡
に
つ
い
て
は
『
全
唐
文
』
巻

八
一
八
に
文
一
篇
を
載
せ
、
そ
の
小
伝
に
「
唐
待
詔
、
耒
陽
尉
」
と
あ
る
）。
ま
た
『
直
齋
書

録
解
題
』
巻
一
四
に
も
「
琴
説
一
巻
唐
待
詔
薛
易
簡
撰
。
衡
州
耒
陽
尉
」
と
あ
る
。

　
薛
易
簡
は
、
王
侯
に
阿
ら
ず
、
風
雅
の
道
を
究
め
、
往
古
の
醇
風
を
保
持
す
る
董
庭

蘭
の
人
物
像
を
伝
え
て
い
る
。
增
田
氏
も
薛
易
簡
の
こ
の
文
の
一
部
を
引
き
、「
庭
蘭

は
、
生
涯
を
野
人
で
過
ご
し
、
も
っ
ぱ
ら
琴
曲
界
に
盡
瘁
し
た
人
で
あ
る
。」（
前
掲
書

三
六
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
錢
謙
益
は
そ
の
よ
う
な
人
物
が
収
賄
を
す
る
は
ず
が

な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
薛
易
簡
の
言
葉
に
房
琯
が
古
君
子
を
好
ん
だ
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
董
庭
蘭
の
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
元
德
秀
人
脈
の

人
々
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
改
め
て
『
樂
府
詩
集
』
巻
五
九
「
胡
笳
十
八
拍
」
の
解
題
を
見
て
み
る
と
『
後
漢

書
』
を
引
い
て
、
蔡
邕
の
娘
蔡
琰
は
後
漢
末
の
戦
乱
で
南
匈
奴
に
連
れ
去
ら
れ
、
十
二

年
間
塞
外
に
在
り
二
子
を
儲
け
た
、
曹
操
が
蔡
邕
に
後
継
ぎ
が
な
い
こ
と
を
痛
み
、
使

者
を
遣
わ
し
購
っ
て
連
れ
戻
し
再
婚
さ
せ
た
、
蔡
琰
は
乱
離
を
感
傷
し
、
悲
憤
を
追
懐

し
て
詩
二
章
を
作
る
、
と
述
べ
て
い
る
。「
聽
杜
山
人
彈
胡
笳
」
の
第
十
一
句
か
ら
第

二
十
句
ま
で
は
、
琴
で
奏
さ
れ
た
「
胡
笳
十
八
拍
」
の
音
楽
の
描
写
で
あ
る
。

　
最
後
の
十
二
句
は
四
句
ご
と
に
換
韻
し
て
い
て
さ
ら
に
三
つ
に
分
か
れ
る
。
第
二
十

一
句
か
ら
第
二
十
四
句
ま
で
は
、
戎
昱
が
「
苦
哉
行
」
で
描
い
た
、
洛
陽
回
復
後
に
援

軍
の
回
紇
と
官
軍
に
よ
る
略
奪
で
家
族
を
殺
さ
れ
、
回
紇
に
連
れ
去
ら
れ
た
女
性
の
悲

劇
に
触
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
小
川
昭
一
『
全
唐
詩
雜
記
』
の
一
七
三
頁
は
、「
苦

哉
行
」
や
こ
の
詩
の
こ
の
部
分
を
挙
げ
「
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
な
類
の
詩
に
、
大
曆
の

進
士
の
劉
商
の
「
胡
笳
十
八
拍
」
の
詩
が
あ
る
。
…
（
劉
商
が
蔡
琰
の
胡
笳
十
八
拍
）
の

題
名
と
形
式
と
を
用
い
て
作
詩
し
た
の
は
、
文
姬
の
よ
う
な
運
命
の
女
性
が
こ
の
頃
多

く
存
在
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
戎
昱
の
「
聽
杜
山
人

彈
胡
笳
」
は
、
蔡
琰
の
悲
劇
に
「
苦
哉
行
」
で
描
い
た
現
実
の
悲
劇
を
重
ね
合
わ
せ
て

詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
戦
乱
に
よ
り
家
族
と
引
き
裂
か
れ
て
胡
地
に
連
れ
去
ら
れ
た
女
性
の
悲
し
み
を
歌
う

前
段
を
受
け
て
、
続
く
第
二
十
五
句
で
は
、「
此
の
道
を
證
す
」
と
、
琴
の
演
奏
が
、

こ
の
女
性
の
悲
劇
を
表
現
す
る
役
割
を
よ
く
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
第

二
十
七
・
二
十
八
句
で
は
、
し
か
し
、
今
の
世
の
中
は
雅
風
が
衰
え
、
こ
の
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
る
者
は
い
な
い
と
う
た
う
。
最
後
の
四
句
で
は
、
ま
ず
そ
の
理
由
と
し

て
、
世
の
中
で
は
筝
が
持
て
囃
さ
れ
琴
が
顧
み
ら
れ
な
い
の
で
、
琴
で
奏
で
ら
れ
る

「
胡
笳
十
八
拍
」
の
音
楽
を
知
る
こ
と
が
難
し
い
と
う
た
わ
れ
る
。

　
中
純
子
『
詩
人
と
音
楽
　
記
録
さ
れ
た
唐
代
の
音
』（
知
泉
書
館
　
二
〇
〇
八
年
十
一
月
十

日
）
第
Ⅰ
部
第
四
章
は
、
白
居
易
の
「
廃
琴
」
を
挙
げ
、
こ
の
詩
に
は
、「
古
」
と

「
今
」
の
対
比
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、「
琴
」
は
「
古
声
」
に
、「
羗
笛
」
と

「
秦
箏
」
と
は
「
今
人
の
情
に
称
う
」
も
の
と
し
て
列
せ
ら
れ
て
い
る
、
琴
に
対
す
る
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こ
の
よ
う
な
叙
述
は
、
観
念
と
し
て
の
「
古
楽
」
へ
の
懐
古
の
表
出
で
あ
り
、
儒
家
的

思
考
に
よ
る
も
の
、
と
し
て
い
る
（
九
〇
頁
）。

　
岸
辺
成
雄
『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
　
楽
制
編
』
上
巻
（
覆
刻
版
　
和
泉
書
院
　
二

〇
〇
五
年
二
月
一
三
日
・
初
版
は
一
九
六
〇
年
二
月
一
五
日
　
東
京
大
学
出
版
会
）
は
晉
代
の

琴
楽
に
つ
い
て
「
今
日
に
至
る
ま
で
連
綿
と
續
い
た
琴
樂
と
云
う
一
分
野
の
拓
か
れ
た

の
は
、
實
に
こ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。」
と
、
文
人
の
琴
楽
尊
重
は
長
く
続
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
氏
が
示
す
、
琴
と
筝
に
対
す
る
白
居
易
の
認
識
は
、
後

の
時
代
の
も
の
だ
が
、
戎
昱
の
時
代
と
変
わ
り
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
琴
楽
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
中
氏
が
「
儒
家
的
思
考
に
よ

る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
氏
は
、
同
書
で
続
け
て
、
白
居
易
「
新
樂
府
五

十
首
」
の
「
五
絃
弾
」
を
挙
げ
る
。
琵
琶
の
音
に
魅
了
さ
れ
る
人
々
に
対
し
て
「
古

楽
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
披
瀝
す
る
詩
で
あ
り
、
こ
こ
で
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
、
琴
で

は
な
く
瑟
だ
が
、
瑟
も
琴
と
並
ん
で
「
古
楽
」
を
象
徴
す
る
楽
器
だ
と
い
う
。
中
氏
は
、

こ
の
詩
に
「
正
始
之
音
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。『
毛
詩
』
大

序
に
「
周
南
、
召
南
、
正
始
之
道
、
王
化
之
基
」
と
あ
る
も
の
で
、
孔
穎
達
の
疏
に
基

づ
き
「『
正
始
之
音
』
と
は
、
古
の
『
王
業
風
化
』
に
資
す
る
音
楽
の
謂
い
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
る
。

　
元
德
秀
人
脈
に
連
な
る
李
華
に
師
事
し
、
戎
昱
よ
り
一
世
代
ほ
ど
若
い
が
、
ほ
ぼ
同

時
代
の
梁
肅
に
も
「
若
琴
道
不
行
、
則
君
子
之
道
消
、
而
王
澤
不
下
。（
若
し
琴
道
行
は

れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
君
子
の
道
消
え
て
、
王
澤
下
ら
ざ
ら
ん
。）」（『
全
唐
文
』
巻
五
一
八
「
觀
石

山
人
彈
琴
序
」）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
当
時
、
琴
や
瑟
に
よ
る
古
楽
は
、
君
子
の
道
に

つ
な
が
り
、
天
子
の
善
政
に
資
す
る
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
『
舊
唐
書
』
巻
二
十
九
志
第
九
音
樂
二
に
は
「
自
周
隋
已
來
、
管
絃
雜
曲
將
數

百
曲
、
多
用
西
涼
樂
、
鼓
舞
曲
多
用
龜
茲
樂
、
其
曲
度
皆
時
俗
所
知
也
。
惟
彈
琴
家
猶

傳
楚

舊
聲
、
及
清
調
・
瑟
調
、
蔡
邕
雜
弄
…
（
周
隋
よ
り
已
來
、
管
絃
の
雜
曲
は
將
に

數
百
曲
な
ら
ん
と
し
、
多
く
西
涼
樂
を
用
ひ
、
鼓
舞
曲
は
多
く
龜
茲
樂
を
用
ふ
、
其
の
曲
度
皆

時
俗
の
知
る
所
な
り
。
惟
だ
彈
琴
家
は
猶
ほ
楚
漢
の
舊
聲
、
及
び
淸
調
・
瑟
調
、
蔡
邕
雜
弄
を

傳
ふ
…
）」
と
あ
り
、
西
涼
楽
・
龜
茲
楽
が
流
行
す
る
中
で
、
琴
の
演
奏
家
の
み
が
楚

漢
の
音
を
伝
え
て
い
た
と
言
う
。

　
戎
昱
は
こ
の
琴
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
る
、
即
ち
儒
家
思
想
に
適
っ

た
雅
正
な
曲
が
演
奏
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
詠
じ
、
今
朝
あ
な
た
に
演
奏
さ
れ
て
、

胡
楽
が
持
て
囃
さ
れ
る
世
に
迎
合
せ
ず
に
、「
此
の
心
」
を
伝
え
て
い
る
と
結
ぶ
。「
此

の
心
」
と
は
儒
家
的
伝
統
に
基
づ
く
琴
の
音
楽
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

こ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
蔡
琰
の
悲
劇
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
迴
鶻
に
連

れ
去
ら
れ
た
女
性
の
当
時
の
現
実
の
悲
劇
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
「
此
の
心
」
と
は
、
世
の
混
乱
の
皺
寄
せ
を
受
け
て
い
る
女
性
の
悲
し
み
を
も

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
系
樂
府
」
序
に
「
…
古
人
詠
歌
不
盡
其
情
聲
者
、
化
金
石
以
盡
之
。
其
歡
怨
甚
邪
、

戲
盡
歡
怨
之
聲
者
、
可
以
上
感
於
上
、
下
化
於
下
…
。（
…
古
人
詠
歌
し
て
其
の
情
聲
を

盡
さ
ざ
る
者
は
、
金
石
に
化
し
て
以
て
之
を
盡
す
。
其
の
歡
怨
甚
し
き
や
、
歡
怨
の
聲
を
戲つ

き

盡
せ
ば
、
以
て
上
は
上
を
感
ぜ
し
め
、
下
は
下
を
化
す
べ
し
。
…
）（『
全
唐
詩
』
巻
二
四
〇
）」

と
あ
る
。
加
藤
敏
「
元
結
の
新
楽
府
─
「
系
楽
府
十
二
首
」
と
「
舂
陵
行
」」（
千
葉
大

学
教
育
学
部
研
究
紀
要
第
59
巻
Ⅱ
　
人
文
・
社
会
学
系
　
二
〇
一
一
年
）
は
、
元
結
が
こ
こ

に
言
う
「
歡
怨
の
聲
」
に
つ
い
て
「
こ
の
序
の
文
学
観
は
『
毛
詩
』
大
序
に
示
さ
れ
た

文
学
観
に
あ
や
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
…
「
系
楽
府
十
二
首
」
の
序
に
お
い
て
注
目
さ

れ
る
の
は
、
詩
は
歓
び
や
哀
怨
の
情
を
尽
く
す
も
の
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
為
政
者
を

感
化
し
人
民
を
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
社
会
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
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で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
詩
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
詩
経
』
以
来
、
音
楽
と
詩
は

密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
先
に
、
琴
・
瑟
に
よ
る
古
楽
は
、
儒
家
的
伝
統
の
中
で
君
子

の
道
に
繫
が
る
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
董
庭
蘭
に
よ
っ
て
奏
で

ら
れ
た
胡
笳
十
八
拍
の
音
楽
に
つ
い
て
も
、
戎
昱
は
、
元
結
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
歓
怨

の
声
」
を
、『
毛
詩
』
大
序
で
言
え
ば
「
乱
世
・
亡
国
の
音
」
を
伝
え
る
音
楽
と
捉
え

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
戎
昱
の
詩
の
最
後
の
句
「
不
向
俗
流
傳
此
心
」
の
「
此
心
」
も
、

第
二
十
五
句
の
「
此
道
」
も
、
大
き
く
捉
え
れ
ば
「
歓
怨
の
声
」
を
伝
え
る
心
・
道
と

解
釈
す
べ
き
だ
と
考
え
た
い
。

五
、
天
寶
十
三
載
の
楽
曲
改
名
事
件

　「
聽
杜
山
人
弾
胡
笳
」
の
最
後
で
戎
昱
が
批
判
的
に
触
れ
て
い
る
「
俗
流
」
の
音
楽

自
体
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
『
舊
唐

書
』
が
示
し
て
い
た
西
涼
楽
・
龜
茲
楽
の
よ
う
な
胡
楽
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
戎
昱
や

元
德
秀
人
脈
に
属
す
る
人
々
が
当
時
の
音
楽
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
知

る
た
め
に
は
、
ま
ず
中
国
音
楽
の
変
遷
の
理
解
が
重
要
と
な
る
の
で
、
岸
辺
成
雄
『
唐

代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
・
続
巻
　
楽
理
篇
・
楽
書
篇
・
楽
器
篇
・
楽
人
篇
』（
和
泉
書
院
　

二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
五
日
）
を
引
用
し
て
見
て
い
く
。

　
中
国
音
楽
の
歴
史
は
大
別
す
る
と
四
期
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
う

ち
第
三
期
ま
で
に
触
れ
る
。
第
一
期
は
太
古
よ
り
両
晉
ま
で
の
「
中
国
固
有
の
音
楽
が

発
生
展
開
し
、
儒
教
の
礼
楽
思
想
の
固
定
す
る
と
共
に
雅
楽
と
俗
楽
の
別
を
生
じ
た
時

代
」、
第
二
期
は
前
漢
よ
り
宋
初
ま
で
の
「
西
方
よ
り
伝
来
せ
る
胡
楽
が
中
国
固
有
の

雅
楽
お
よ
び
俗
楽
に
代
わ
っ
て
中
国
音
楽
を
一
変
せ
し
め
、
俗
楽
と
融
合
し
て
新
俗
楽

を
生
じ
た
時
代
」、
第
三
期
は
宋
よ
り
清
ま
で
の
「
漢
唐
以
来
の
散
楽
（
百
戯
）
が
宋

の
燕
楽
（
す
な
わ
ち
唐
の
新
俗
楽
）
を
音
楽
的
要
素
と
し
て
吸
収
し
つ
つ
演
劇
と
し
て
発

達
し
て
い
わ
ゆ
る
雑
劇
と
な
り
、
音
楽
界
を
こ
の
雑
劇
が
支
配
し
た
時
代
」
で
あ
る
と

い
う
。

　
岸
辺
氏
は
別
の
所
（『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
　
楽
制
編
』
上
巻
「
序
説
」
前
言
）
で
、

三
国
か
ら
五
代
に
か
け
て
の
兵
乱
の
中
で
「
形
式
の
上
で
も
禮
樂
思
想
の
復
古
主
義
を

護
り
通
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
胡
楽
が
中
国
音
楽
に
浸
潤

し
て
新
し
い
音
楽
を
生
み
出
し
、
宋
代
の
雑
劇
へ
繫
が
っ
て
い
く
大
き
な
潮
流
の
中
で
、

儒
教
の
礼
楽
思
想
と
結
び
つ
い
た
太
古
以
來
の
伝
統
音
楽
で
あ
る
雅
楽
が
変
化
を
迫
ら

れ
る
の
は
抗
い
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

流
れ
は
、
伝
統
的
な
儒
教
の
価
値
観
を
重
ん
ず
る
人
々
に
は
苦
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
韓
愈
は
「
上
巳
日
燕
太
學
聽
彈
琴
詩
序
（
上
巳
の
日
太
學
に

燕
し
琴
を
彈
ず
る
を
聽
く
詩
序
）」
で
「
歌
風
雅
之
古
辭
、
斥
夷
狄
之
新
聲
（
風
雅
の
古
辭

を
歌
ひ
、
夷
狄
の
新
聲
を
斥
く
）」
と
伝
統
を
重
ん
じ
て
胡
楽
を
拒
絶
し
て
い
る
。

　
韓
愈
よ
り
以
前
、
す
で
に
元
結
は
「
系
樂
府
」
の
「
頌
東
夷
（
東
夷
を
頌
す
）」
で
伝

統
音
楽
が
廃
れ
た
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
嘆
い
て
い
る
。

　 

嘗
聞
古
天
子
　
　
　
嘗
て
聞
く 

古
の
天
子

　 

朝
會
張
新
樂
　
　
　
朝
會 

新
樂
を
張
る
と

　 

金
石
無
全
聲
　
　
　
金
石 

全
き
聲
無
く

　 

宮
商
亂
清
濁
　
　
　
宮
商 

清
濁
を
亂
す

5
東
（
一
作
來
）
驚
且
悲
歎
　
　
　
東
よ
り
し
て
（
來
り
て
）
驚
き 

且
つ
悲
歎
す

　 
節
變
何
煩
數
　
　
　
節
變
ず
る
こ
と 

何
ぞ
數
ふ
る
を
煩
は
さ
ん

　 

始
知
中
國
人
　
　
　
始
め
て
知
る 

中
國
の
人

　 

耽
此
亡
純
朴
　
　
　
此
れ
に
耽
り
て 

純
朴
を
亡
ふ
を
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爾
爲
外
方
客
　
　
　
爾
は
外
方
の
客
た
る
に

10
何
爲
獨
能
覺
　
　
　
何
爲
れ
ぞ 

獨
り
能
く
覺
る

　 
其
音
若
或
在
　
　
　
其
の
音 

若
し
或
ひ
は
在
ら
ば

　 

蹈
海
吾
將
學
　
　
　
海
を
蹈
み
て 

吾
將
に
學
ば
ん
と
す

�

『
全
唐
詩
』
巻
二
四
〇

　
東
夷
と
は
日
本
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
の
来
訪
者
に
語
ら
せ
る
形
で

「
嘗
聞
古
天
子
、
朝
會
張
新
樂
。
金
石
無
全
聲
、
宮
商
亂
清
濁
。」
と
宮
中
で
中
国
古
来

の
音
楽
が
奏
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
岸
辺
氏
が
先
に

挙
げ
た
『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
・
続
巻
』
の
「
楽
器
篇
」
で
唐
初
の
音
楽
の
状
況

に
つ
い
て
「
…
雅
楽
の
制
度
も
、
漢
以
来
、
最
大
の
規
模
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
上
、

治
国
の
礼
楽
で
あ
る
雅
楽
が
整
う
に
従
が
っ
て
、
胡
楽
・
俗
楽
を
、
礼
楽
の
形
式
の
上

に
の
せ
て
、
宮
廷
・
国
家
の
宴
饗
の
際
の
公
式
儀
礼
舞
楽
を
作
曲
す
る
こ
と
が
、
唐
初

以
来
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。」（
二
八
八
頁
「
唐
代
音
楽
の
変
遷
」）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
　
楽
制
篇
』
上
巻
（
二
四
頁
）
に

は
「（
胡
楽
の
説
明
で
）
…
太
宗
朝
に
樂
工
裴
稗
符
が
作
っ
た
琵
琶
曲
の
勝
蠻
奴
・
火

鳳
・
傾
盃
樂
の
類
は
、
太
宗
に
よ
っ
て
、『
聲
度
清
美
』
と
悦
ば
れ
、
こ
の
類
の
樂
伎

が
高
宗
朝
に
か
け
て
一
時
に
盛
流
し
た
と
云
う
。
中
唐
（
同
書
で
は
玄
宗
朝
の
こ
と
を
指

す
）
の
胡
部
新
聲
の
先
驅
と
稱
し
て
も
差
支
え
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
唐
初
、
礼
楽
を
以
て
国
を
治
め
る
と
い
う
思
想
の
も
と
に
音
楽
の
修
定
が
行
わ
れ
た

が
、
胡
楽
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
礼
楽
思
想
の
中
心
で
あ
る
べ
き
宮
中
に

お
い
て
元
結
ら
が
理
想
と
す
る
よ
う
な
古
代
の
音
楽
の
完
全
な
復
活
は
叶
わ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
「
古
天
子
」
と
は
、
以
上
か
ら
太
宗
・
高
宗
な
ど
を
指
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。
雅
楽
・
俗
楽
・
胡
楽
そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
さ
れ
る
楽
器
も
異
同
が
あ
り
、

鐘
・
磬
は
雅
楽
器
と
し
て
い
る
（『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
　
楽
制
編
』
上
巻
　
五
五
頁
）

の
で
、
第
三
句
「
金
石
無
全
聲
」
は
楽
器
の
面
か
ら
の
胡
楽
の
影
響
を
述
べ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
七
・
八
句
で
は
「
始
知
中
國
人
、
耽
此
亡
純
朴
。」
と
中
国
で
は
胡
楽
に
耽
り
古

代
の
純
朴
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
最
後
の
四
句
は
作
者
自
身
の
言
葉
と
し
て
「
其

音
若
或
在
、
蹈
海
吾
將
學
」
と
日
本
に
嘗
て
の
音
楽
が
今
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

海
を
渡
っ
て
学
び
に
行
き
た
い
と
締
め
く
く
り
、
当
時
す
で
に
元
結
が
求
め
る
よ
う
な

古
代
の
音
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、「
系
樂
府
」
が
作
ら
れ
た
天
寶
一
〇
載
（
七

五
一
）
頃
ま
で
の
胡
楽
に
席
巻
さ
れ
た
宮
中
に
お
け
る
音
楽
の
状
況
を
暗
に
批
判
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
三
年
後
に
、
宮
中
の
音
楽
に
関
す
る
事
件
が
起
こ
る
。

　
中
純
子
「
唐
代
音
楽
研
究
資
料
と
し
て
の
白
詩
の
再
考
」（『
白
居
易
研
究
講
座
第
五
巻
』

勉
誠
社
　
平
成
六
年
九
月
三
十
日
）
は
、
唐
代
の
音
楽
に
お
け
る
胡
楽
の
盛
行
に
つ
い
て

一
般
に
述
べ
ら
れ
る
時
、
よ
く
触
れ
ら
れ
る
資
料
と
し
て
、
白
居
易
「
新
樂
府
」「
法

曲
」
の
自
注
を
挙
げ
て
い
る
。
改
め
て
こ
こ
に
そ
の
自
注
の
白
文
と
書
き
下
し
文
を
挙

げ
て
お
く
。

　
法
曲
雖
似
失
雅
音
、
蓋
諸
夏
之
聲
也
、
故
歷
朝
行
焉
。
明
皇
雖
雅
好
度
曲
、
然
未
嘗
使

蕃
漢
雜
奏
。
天
寶
十
三
載
、
始
詔
諸
道
調
法
曲
、
與
胡
部
新
聲
合
作
、
識
者
深
異
之
。
明

年
冬
、
安
祿
山
反
。

　（
法
曲
雅
音
を
失
す
る
に
似
た
り
と
雖
も
、
蓋
し
諸
夏
の
聲
な
り
、
故
に
歷
朝
に
行
は
る
。

明
皇
雅
だ
度
曲
す
る
を
好
む
、
然
れ
ど
も
未
だ
嘗
て
蕃
漢
を
し
て
雜
奏
せ
し
め
ず
、
天
寶

十
三
載
、
始
め
て
詔
し
て
道
調
法
曲
と
胡
部
新
聲
と
を
合
作
せ
し
む
。
識
者
之
を
異
と
す
。

明
年
冬
、
安
祿
山
反
す
。）
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こ
の
内
容
か
ら
、
天
寶
十
三
載
に
胡
楽
と
の
融
合
が
起
こ
っ
た
よ
う
に
受
け
止
め
ら

れ
て
き
た
が
、
岸
辺
氏
は
中
氏
と
同
様
に
こ
れ
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
中
氏
は
「
宮

廷
音
楽
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
即
唐
代
音
楽
一
般
に
お
し
拡
げ

て
用
い
る
の
は
、
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
白
居
易
の
自
注
は
先
行
す
る
元
稹
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
の
「
立
部

伎
」
の
自
注
と
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
、
岸
辺
氏
は
前
掲
書
『
唐
代
音

楽
の
歴
史
的
研
究
・
続
巻
』
の
「
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
成
立
年
代
」（
初
出
は
「
東
洋

学
報
」
第
二
六
巻
第
三
号
〈
上
〉・
第
四
号
〈
中
〉・
第
二
七
巻
第
一
号
〈
下
〉、
一
九
三
九
年
五

月
・
八
月
・
一
九
四
〇
年
一
月
、
東
洋
協
会
学
術
調
査
部
）
第
四
節
「
天
宝
十
三
載
に
お
け

る
新
俗
楽
の
成
立
」
で
、「
胡
俗
楽
の
融
合
と
い
う
こ
と
は
早
く
隋
以
前
よ
り
徐
々
に

展
開
し
て
来
た
こ
と
で
、
天
宝
十
三
載
の
み
に
帰
す
べ
き
一
時
的
事
件
で
は
な
い
」
と

述
べ
、
そ
し
て
こ
の
元
稹
「
立
部
伎
」
の
自
注
に
つ
い
て
、「「
蕃
漢
雜
奏
」
と
は
演
奏

上
の
形
式
に
口
を
借
り
て
当
時
の
大
勢
を
暗
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
」
で

あ
り
、「
道
調
法
曲
与
胡
部
新
声
合
作
」
と
は
「
当
時
胡
楽
の
新
し
き
代
表
と
し
て
盛

行
せ
る
河
西
の
新
声
（
開
元
天
寶
の
こ
ろ
河
西
地
方
に
起
こ
り
長
安
で
流
行
し
た
音
楽
。「
霓

裳
羽
衣
」
の
原
曲
「
波
羅
門
」
も
含
ま
れ
る
）
を
中
心
と
し
数
十
曲
の
胡
楽
曲
が
法
曲
へ

と
転
身
し
た
事
実
（
名
の
み
法
曲
名
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
）
を
捉
え
て
記
し
た
も
の
」
と

述
べ
、
ま
た
「
天
宝
十
三
載
の
楽
曲
改
名
事
件
」
と
い
う
言
い
方
も
し
て
い
る
①
。

　
こ
の
改
名
事
件
に
つ
い
て
、
村
上
哲
見
『
宋
詞
研
究
・
唐
五
代
北
宋
篇
』（
創
文
社
　

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
日
）
も
、
そ
の
上
篇
第
一
章
第
一
節
「
唐
代
に
お
け
る
燕
樂
と

樂
府
」
で
、
こ
の
白
居
易
の
自
注
を
引
い
て
「『
唐
會
要
三
三
』
に
同
じ
天
寶
十
三
載

に
数
十
に
の
ぼ
る
曲
名
の
變
改
を
し
る
す
の
は
こ
れ
と
呼
應
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
た
後
、
白
詩
自
注
の
「
雅
音
を
失
う
に
似
た
り
」
と
い
う
文
言
に
対
し
て
「
最
後

の
砦
も
失
わ
れ
た
と
い
う
象
徵
的
な
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

　
元
稹
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
が
作
ら
れ
た
の
は
元
和
四
年
（
八
〇
九
年
）、

天
寶
十
三
載
か
ら
五
十
五
年
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
天
寶
十
三
載
の
楽
曲
改
名
が
こ
れ

ほ
ど
の
年
数
が
経
っ
て
も
元
稹
や
白
居
易
（
更
に
は
或
い
は
李
紳
）
の
詩
に
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
天
寶
十
三
載
当
時
の
「
識
者
」
達
の
間
に
強
い
衝
撃
を

与
え
、
そ
の
後
も
長
く
懸
案
で
あ
り
続
け
、
安
禄
山
の
反
乱
を
招
い
た
原
因
と
解
釈
さ

れ
る
ま
で
に
至
っ
た
、
そ
れ
ほ
ど
の
大
事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
元
詩
・
白
詩
自
注
の
「
識
者
」
と
は
儒
家
的
礼
楽
思
想
を
重
ん
じ
、
伝
統
音
楽
を
重

要
視
す
る
人
々
、
即
ち
元
結
や
元
德
秀
人
脈
に
連
な
る
人
々
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
胡
楽
は
あ
く
ま
で
外
来
の
音
楽
で
あ
り
、
そ
れ
が
宮
中
で
奏
さ

れ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。
元
結
「
頌
東
夷
」
で
示
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
胡
楽
が
宮
廷
音
楽
に
侵
入
し
て
く
る
こ
と
を
批
判
的
に
受
け
止
め
て
い
た
中
で

起
こ
っ
た
「
天
寶
十
三
載
の
樂
曲
改
名
事
件
」
は
蕃
漢
の
名
分
を
乱
し
、
伝
統
的
儒
教

秩
序
を
乱
す
止
め
の
一
撃
と
受
け
止
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
中
純
子
氏
に

よ
れ
ば
「
音
楽
の
変
化
が
社
会
の
変
化
を
招
く
と
す
る
儒
家
的
礼
楽
観
」
か
ら
、
翌
年

起
こ
っ
た
安
禄
山
の
反
乱
の
前
兆
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（『
詩
人
と
音
樂
』
二
五
二
頁
）。

　
戎
昱
が
「
何
意
天
樂
中
、
至
今
奏
胡
曲
」
と
詠
じ
た
の
も
、
こ
の
楽
曲
改
名
事
件
に

対
す
る
当
時
の
衝
撃
の
大
き
さ
の
一
端
が
現
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
元
德
秀
人

脈
や
元
結
の
影
響
を
受
け
て
い
た
戎
昱
は
「
苦
哉
行
」
で
房
琯
を
廃
し
た
肅
宗
の
政
策

を
批
判
し
た
だ
け
で
な
く
、
朝
廷
に
お
け
る
音
楽
の
在
り
方
、
特
に
天
寶
十
三
載
以
降

の
音
楽
の
在
り
方
に
関
し
て
も
、
元
結
「
系
樂
府
」
の
「
頌
東
夷
」
な
ど
を
受
け
、
元

稹
・
白
居
易
に
先
駆
け
て
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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六
、
結
び

　
戎
昱
が
影
響
を
受
け
た
杜
甫
は
、
房
琯
を
強
く
支
持
し
て
い
た
が
、
房
琯
は
元
德
秀

人
脈
に
属
し
て
お
り
、
戎
昱
も
顏
眞
卿
、
王
季
友
を
通
し
て
房
琯
の
政
策
を
支
持
し
て

い
た
可
能
性
が
高
く
、
元
德
秀
人
脈
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
戎
昱
は
胡
楽
が
隆
盛
を
極
め
た
唐
代
音
楽
の
大
勢
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ
り
、「
聽

杜
山
人
彈
胡
笳
」
で
は
「
歡
怨
の
聲
」
を
伝
え
る
琴
楽
を
讃
え
、「
苦
哉
行
」
其
一
で

は
わ
ず
か
二
句
で
は
あ
る
が
、「
樂
曲
改
名
」
批
判
を
含
ま
せ
つ
つ
宮
廷
音
楽
の
在
り

方
を
謗
っ
た
。
こ
れ
は
伝
統
的
礼
楽
思
想
を
重
ん
ず
る
尚
古
載
道
の
立
場
か
ら
の
も
の

で
あ
り
、
元
結
の
文
学
理
念
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
戎
昱
は
元
德
秀
以
来
脈
々
と
続
く
尚
古
載
道
を
旨
と
す
る
人
々
の
思
想
的
系
譜
に
連

な
る
面
を
持
つ
詩
人
で
あ
り
、
彼
の
諷
諭
詩
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

注
①�

岸
辺
氏
は
宋
の
王
灼
『
碧
溪
漫
志
』
巻
三
が
引
く
逸
書
、
杜
佑
『
理
道
要
訣
』
の
一
文
に

基
づ
き
、「
天
寶
十
三
載
七
月
十
日
（『
冊
府
元
龜
』
に
十
四
日
）
に
新
曲
名
供
奉
の
こ
と
が

あ
る
と
、
こ
れ
を
石
に
刊
し
て
太
常
寺
内
に
立
て
て
部
内
に
発
表
し
た
が
、
宰
相
楊
国
忠

等
は
更
に
太
常
寺
官
に
命
じ
て
こ
れ
を
天
下
に
公
布
せ
し
め
ん
こ
と
を
玄
宗
皇
帝
に
請
い

勅
許
を
得
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
・
続
巻
』
四
〇
頁
）。

�

（
い
ち
か
わ
　
き
よ
し
　
　
日
本
語
日
本
文
学
科
）


